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lineage kinase 3; Src-homology 3 domain-containing proline-rich kinase
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン／スレオニンキナーゼファミリーのメンバーです。このキナーゼは、SH3ドメインとロイシンジッパー塩基モチーフを含みます。このキナーゼはMAPK8/JNKキナーゼを優先的に活性化し、JNKシグナル伝達経路の正の調節因子として機能します。このキナーゼはIκBキナーゼαおよびβを直接リン酸化して活性化することができ、RhoファミリーGTPaseおよびCDC42を介したNF-κBの転写活性に関与することが分かっています。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,酵素制御：ロイシンジッパードメインを介したホモ二量体形成は、自己リン酸化とそれに続く活性化に必要です。,機能：JUN N末端経路を活性化します。血清刺激による細胞増殖、およびMAPK14（p38）、MAPK3（ERK）、MAPK8（JNK1）のマイトジェンおよびサイトカイン活性化に必須です。マイトジェン刺激によるBRAFのリン酸化および活性化に関与しますが、BRAFを直接リン酸化することはありません。細胞周期中の微小管構造形成に影響を及ぼします。,PTM：活性化ループ内のセリンおよびスレオニン残基の自己リン酸化は、酵素活性化に関与します。Thr-277が主要な自己リン酸化部位であると考えられます。Ser-555およびSer-556のリン酸化はCDC42によって誘導されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 MAP キナーゼ キナーゼ キナーゼ サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性: 1 つの SH3 ドメインを含みます。,細胞内位置: 位置は細胞周期に依存します。,サブユニット: ホモ二量体。活性化中に二量体化します。,組織特異性: 胎児の肺、肝臓、心臓、腎臓、成人の肺、肝臓、心臓、腎臓、胎盤、骨格筋、膵臓、脳など、さまざまな正常組織および腫瘍組織で発現します。,
	研究分野
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	MLK3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

